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● 診療科紹介　こどもセンター、産婦人科（中面）　　● 病院からのお知らせ（裏面）

医師事務作業補助者の導入と現状について
～ 逆紹介率100％を目指して ～

　当院は、医師の負担軽減と業務の効率化を目的に2019年4月より医師事務作業補助者の導入を
始めました。今回は、その後（2020年8月まで）の事務処理の現状についてご報告します。

資料1：医師事務作業補助者配置状況� （名）

資料2：医療文書作成件数（月別）

資料3：医療文書作成件数（診療科別）

呼吸器Ｃ 2
消化器Ｃ 2
甲状腺Ｃ ･外科 2
形成外科 1
緩和ケアC・循環器内科 1
メンタルケアC 1
整形外科 2
小児科 1
眼科 3
皮膚科 1

産婦人科 2
女性骨盤底Ｃ 2
耳鼻咽喉科 1
泌尿器科 1
救急外来 1
麻酔科（手術室） 1
病理科 1
がん登録 1
文書係 4
その他 2

作業内容

体制と医療文書作成

今後について

1

2

3

・�導入当初、外来患者の問診内容・生活情報の入力、
検査説明や案内、画像データの取込や準備、同意書
の回収、など基本的な業務を行いました。
・�その後、業務のスキルが向上し、医療文書（診断書、
診療情報提供書、退院サマリなど）の作成、外科手
術の症例登録（NCD）、診療予約調整、手術割振り
など、徐々に範囲を広げてきました。

・�当初24人で開始し、現在では業務範囲の拡大と共に
32人に増やしました。（資料1）
・�医療文書の作成件数について、当初は月900件で
あったものが、現在では月1,500件を超えています。
（資料2）
・�診療科別では呼吸器C、産婦人科、整形外科、消化
器Cが多く、他の診療科も件数を増やそうと考えてい
ます。（資料3）

医師事務作業補助者の業務スキルをさらに向上させ、
逆紹介率100％を目指します。
（2019年度：66.4％）
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こどもセンター
小児外科
最新事情

　昭和大学北部病院こどもセンターは小児内科、NICU、小児外科がチーム
を組んで診療に取り組んでいます。その中で、小児外科は中学生以下のお子
さんを対象とした外科で、脳神経、眼、耳鼻咽喉、心臓、骨などを除く幅広
い領域の外科的疾患を扱っております。
　外科ですので、当然、手術を専門としていますが、我々は、常に「お子さん
にとってベストな治療法は何か？」と考え、手術を目的として小児外科を受診
された場合でも、本当に手術が必要かどうかを再検討し、手術以外の保存的
療法をお勧めする場合もあります。

診療科長�准教授

杉
すぎやま

山　彰
あきひで

英

　当院の小児外科外来では臍ヘルニアの圧迫療法をはじめとした保存的療法を多
く行っております。また、手術の際には数十年後のことも頭におき、整容性が高く、
お子さんの負担が少ない鏡視下手術や小切開手術を積極的に行っています。
　特に、小児外科で最も手術数が多い鼠径ヘルニア（脱腸）の手術は、細径器具
（3mmのカメラと2mmの紺子）を使用した腹腔鏡下手術を導入し、極めて良好な
整容性を得ています。

2-3mmの使用器具

スポンジとフィルム状のテープで圧迫

ヘルニアの孔

腹腔鏡下鼠径ヘルニア根治術（LPEC）

臍ヘルニア圧迫療法

地域医療機関のみなさまへ

　外科への受診は、患者さんや親御さんにとってハードルが高く感じるかもしれませんが、小児外科を受診
することによって、手術をしなくても済む場合もあります。
　まずは、お気軽にご相談するようにお伝え願えれば幸いです。
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産婦人科
最新事情

　2019年5月に新しい令和の時代、新しい天皇が誕生され、翌年に控える東
京2020オリンピック・パラリンピック大会に私たちは期待したことと思います。
　しかし2020年、新型コロナウイルス感染は全世界に猛威を振るっておりま
す。このため学術講演会、学会理事会などは開催中止され、また神奈川産科
婦人科学会主催する、研修医勧誘につながる、スプリングセミナー（３月開催
予定）も中止になっております。
　一方、webによる学会、ミーティング開催が取って代わっており、先生方も
活用、参加されていることと存じます。当科医師が関係する臨床遺伝・ゲノム
医療センターでは、webによる遺伝相談外来を開始しており、また今後出生
前検査教室、両親学級もweb開催を目指しております。当科の現状を、新型
コロナウイルス感染症発症前後に分けて説明させていただきます。

診療科長�教授

長
ながつか

塚　正
まさあき

晃

　現在15名の専門医と5名の専攻医で診療しております。下記の写真はコロナ禍
前の今年新年のものです。
（1）診療内容・特色
　�　当院では、周産期学、婦人科腫瘍学、内視鏡手術などの専門分野のみなら
ず、女性の一生を取り扱う「女性科」として、すべての年代における産婦人科疾
患の早期発見・治療と健康管理を行うことを目標としております。急性期疾患に
ついては、治療後地域医療機関と連携して積極的に逆紹介あるいはかかりつけ
医を紹介し、横浜市北部地域の中核病院として機能するよう心がけています。

（2）主な対象疾患
　�　産科疾患や合併症妊娠の管理・治療、悪性腫瘍の手術・化学療法・放射線治療、良性腫瘍（子宮筋腫、卵巣
腫瘍、子宮内膜症）の鏡視下（腹腔鏡、子宮鏡）手術、骨盤臓器脱手術（腹腔鏡、経腟手術；女性骨盤底セン
ターが行っております）

（3）2019年の診療実績
　分娩数1,018、帝王切開320、早産148、手術症例数は悪性腫瘍61、腹腔鏡216、子宮鏡28、開腹手術61症例。

（1）新型コロナウイルス感染など不安を抱える妊婦さんのメンタルチェックと支援
　�　初診時及び中期胎児超音波検査時に質問票GAD-7、PHQ-9を用いて高得点の妊婦さんにはメンタル医師ある
いは公認心理士によるカウンセリングをお勧めしています。

（2）第２次補正予算における妊産婦支援
　�　「不安を抱える妊婦さんの新型コロナウイルス検査」につきまして、マンパワー、検査場所の関係から、当院に
おきましては当院分娩予定者に施行することとしておりご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

産婦人科診療とその体制

新型コロナウイルスの影響による産婦人科診療体制の変化

地域医療機関の
みなさまへ
　コロナ禍であります
が、先生方のますます
のご健勝、ご発展を
祈念いたします。
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病院からのお知らせ

　新型コロナウイルス感染症への対応も約6か月が経過しましたが、一向に収まる気配がしません。
この間、地域医療機関の先生方には、当院の診療にあたって多大なるご協力とご支援を賜り誠にあり
がとうございます。
　あらためまして、新型コロナウイルス感染症の疑いのある患者さんのご紹介に関するご対応につきま
してお知らせします。疑い患者さんの受診時の診察室は、他の患者さんとの交差を避けるため、別個
に設け、そちらまでの誘導は専用のルートを院内で設定させていただいております。
　このように当院では特別な診察室での対応となりますことから、繰り返しになりますが事前に「Dr 
to Dr」にて受診を希望する診療科の医師にご連絡（℡045－949－7151）いただけますよう、 
ご理解のうえ、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　地域医療機関からのご要請もございまして、10月1日（木）より下記の通り、新たに当院ホームペー
ジ「最新情報」にて各科外来担当医の休診情報（週一回更新）を掲載いたしますのでご利用ください。

　11月27日（金）に標記フォーラムを開催する予定でありましたが、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止の観点から中止することといたしました。
　次回の開催については、改めてお知らせさせていただきます。

1　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）疑いの患者さんへのご対応について（お願い）

2　各科外来担当医の休診情報について

3　第19回北部病院地域医療連携フォーラム中止のお知らせ


